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はしがき
この報告書は,平成7-9年度に文部省科学研究費の補助金で行われた研究
｢非定常クリープ構成式に基づく高温材料設計･評価システムの開発｣に関す
る成果をまとめたものである.報告書は9章からなる.
研究の目的
高温構造材科には,高い性能の信頼性が要求される.しかしその性能は,短
時間試験結果に基づいて,高温･高応力での短時間試験,クリープ変形の定式
化,低温･低応力への外挿という手順で推定される.しかしこの定式化および
外挿に問題があり,それが性能の信頼性を十分保証できない原因となっている
本研究は高温クリープデータの定式化および外挿に関する問題点を解決し,高
温材料設計･評価システム-発展させることを目的とする.
研究成果
第1章　材料組織と高温強度の相関
材料の強度は,その材料の組織(析出物や第2相の形態･体積比,転位組織,
結晶粒径など)と組織の安定性に支配される.この章では,耐熱鋼,ニッケル
基超合金, TiAl金属間化合物を用いてクリープ試験を行った.そして,初期組
織の違いおよび組織安定性の違いが,高温変形および高温強度に及ぼす影響を
検討した.
第2章　高温変形挙動
固溶強化は,材料組織と同様に,高温材料の重要な強化手法である.本章で
は単相材料を中心に,固溶元素による強化機構および高温変形機構を検討した.
第3章　高温破壊
本章では,粒界にある第2相が高温破壊におよはす影響及びクリープき裂成
長挙動について検討した.
第4章　長時間クリープ強度
実験室レベルの研究では,時間的制約から,短時間試験結果に基づいて種々
の議論を行うことが多い.しかし,その議論は,実際に材料を使う長時間試験
の結果を踏まえたものである必要がある.本章では,科学技術庁金属材料研究
所で蓄積してきた長時間クリープ試験結果に基づいて,長時間クリープ挙動の
特徴,短時間試験結果との相違点などについて検討した.
第5章　構成式による長時間クリープ挙動評価
短時間試験データに基づいて,長時間クリープ挙動を推定する種々の手法が,
これまでに提案されている.本章では,破断パラメータ法, f2法, iso-stress法
などについて,長時間挙動を評価する方法を検討し,その改良を試みた.
第6章　組織変化によるクリープ寿命評価
5章で取り扱った評価手法は,評価精度は高いが,プラントから材料を切り
取りクリープ試験を行う破壊的手法である.これとは別に,組織観察等から非
破壊的に寿命消費を評価することも工学的に重要である.この章では組織観察
からクリープ寿命消費を評価する手法を検討した.
第7章　プラントでの実証試験
プラントで実際に使っている材料の調査は,実験だけでは得られない多くの
情報を与えてくれる.本章では,プラントで使われた材料の組織,機械的性質
などの変化を調査した.
第8章　高温材料の開発
本章では2Cr-W系および9-12Cr-W系耐熱鋼の開発の経緯について報告す
る.
第9章　データベース利用システムの開発
この章では, Object指向のデータベースシステムを用いて材料データベース
を利用する方法論を検討した.
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